


特定非営利活動法人

ファザーリング・ジャパン（ＦＪ）概要

「Fathering＝父親であることを楽しもう」という考えを持つ若い

世代の父親を支援。働き方の見直し（WLB)や企業の意識改革、

地域社会の再生など父親育児の環境づくりと次世代育成を目標

に、セミナー、スクール、検定、旅行、出版などさまざまな父親支

援事業を展開。また父子家庭支援や男性の育休取得推進など

政策提言としての活動も行う。 www.fathering.jp

★設立：2006年11月

個人会員：400名（パパ95%）

全国支部：１7

法人会員：13社

メルマガ会員：14,000名

（2019年12月現在）



ＦＪのさまざまな支援事業

平成30年度
内閣府主宰の『子供と家族・若者応援団表彰〜子育て・家族支援部門』にて、

「内閣総理大臣表彰」を授賞





現代の父親の家庭生活の悩み・課題

①仕事が忙しくて育児時間が取れない

（育児時間＝30分/日、育休取得＝6.2％

有休消化率＝50％、慢性的長時間労働）

②子どもとどう向き合っていいか分からない

③子どもが生まれてから、夫婦関係が悪化
した

家庭が「ホーム」ではなく「アウェー」に
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意識と働き方を見直そう



男性育休推進の流れ

① 2010年 育休法がパパシフトに改正！
厚労省でイクメンプロジェクト開始

② 2016年 男性国会議員が育休取得発表！
FJ緊急フォーラムも開催したが・・・

第３の波が来た！

③ 2019年 男性国務大臣が育休取得発表！
「空気を変えたい！」

定着するのか！？



「保育所の待機児童ゼロ」「3年間の育児休業」「役員の一人は女性に」の3本の対策

第4の政策： 男性の育児参画推進

アベノミクス 3本の矢

「日本再興戦略」においては、第１の矢「大胆な金融政策」、第２の矢「機動的な財
政政策」を受け、第3の矢として企業や国民の自信を回復し、「期待」を「行動」へ変
えるべく、基本的な考え方を「成長への道筋」として整理しています。

女性が輝く日本へ＝女性活躍推進

第５の政策： 残業のない働き方への転換

女性活躍・イクメン・イクボス は３点セット

新・三本の矢
①GDP600兆円
②出生率1.8％
③介護離職ゼロ

女性活躍推進法
2016年4月施行！
★従業員301人以上の企業は、来年の4月1日までに、
女性登用について数値目標を含む行動計画の作成
と公表が義務付け。



イクボスとは、職場で共に働く部下・スタッ
フのワークライフバランス（仕事と生活の両
立）を考え、その人のキャリアと人生を応援
しながら、組織の業績も結果を出しつつ、
自らも仕事と私生活を楽しむことができる
上司（経営者・管理職）のことを指す。

イクボスの「育」は・・・、
部下を育てる
企業組織を育てる
社会を育てる



6歳未満の子のいる夫婦の家事・育児時間（1日あたり・国際比較）

第2子以降の出生数が伸びない

女性活躍が進まない原因



夫の家事・育児時間が長いほど、第２子以降の出生割合が高い。
休みの日に、父親が家事・育児に関わる時間が長いほど、第2子が
生まれやすいという調査結果となっている。



男性が家事・育児をすると社会的には・・・

出産後も女性が就労する
ほど、出生率は上がる。

男性が育児参加をするほど、
出生率は上がる。



男性の育休への興味は？

厚労省「雇用均等基本調
査」平成23年

男性の育休取
得希望者数

約３割

電通ジセダイ委員会「パ
パ男子調査」09年

現役父親の
育休希望者

５割

日本生産性本部
「2013年新入社員秋

の意識調査」

男性新入社員
「子どもができ
たら育休希望」

７割



評価が下がる
だろうな・・

本人の意識啓発（After）

異動させられ
るかもな・・職場に男で育休取

得者いないから
な・・

妻との賃金差を考
えたら、妻だけが
取れば済むよな

妻は専業主婦
だしな

職場に迷惑
かかるしな

評価や賞与の基
準を確認して上
司と相談しよう

フロントランナー
になれば後輩たち
につながるかも。

私が育児家事スキル
上げれば、妻はもっ
と活躍できるかも

父親として今しかで
きない体験をしよう

職場への迷惑を
極力減らす方法
を考えよう

取るぞ！

復帰後は意欲的
に仕事に取り組
むと伝えよう

数ヶ月前から引継
ぎ準備と対策！



男性育休取得者のメリット

夫のライフとワークの好循環は、家族にとっても良い影響をもたらす！

夫婦両方のライフとワークの充実が、ライフとワークの「充実の好循環」の鍵を握る！
参照：※1 庭野(2007) , ※2 冬木(2008), ※3 石井他(2016), ※4 佐藤・武石(2004), ※5 尾形・宮下(2003), ※6 Ishii-Kuntz(2003), ※7 内閣府(2005), ※8 内閣府（2011）

対 子ども

 育児休業の取得による父親の育児参加により、父親への親近感が増加。※3

メリット
その①

対 配偶者（妻）

 育児不安、ストレスの軽減、養育態度に好影響。※5

 就労継続、昇進意欲、社会復帰への意欲の維持。※3

メリット
その②

対 夫婦関係

 コミュニケーションが活発になる。※6

 家事育児だけでなく、稼得責任も二人で担うことで、精神的不安が軽減。※1

メリット
その③

妻の就労継続による家計のメリット

■就業継続した場合（大卒平均）

■出産退職子どもが6歳で、パート・アルバイトとして再就職した場合

2億7,645万円

4,913万円

その差は
2億2700万円！

妻の生涯所得に

大きな違い ※7



育児休暇を使いたいと思ったができなかったという人、および使いたいと思うが難しいだろうと思う人487名に、なぜ無理なのかという理由

日本労働組合総連合会調査2014／男性の育児・家事参加状況や、育児と仕事に対する意識を明らかにする調査



 育児休業取得は、職場の業務を見直し、風土を改革するチャンス

 成果は落とさず職場メンバー全員が休みたいときに休める職場づくりに取り組みましょう。

 職場内のコミュニケーションを活性化し、お互い様の風土、取得しやすい雰囲気作りをしましょう。

 新しい命を家族で迎えるために育休が取れる風土を作りましょう。

 男女とも「育休をとっても大丈夫な職場」から、「育休が当たり前の職場」に。⇒選ばれる職場に！

■育児休業取得者の業務のカバー対応例

それぞれ1ランク上の業務を一時的に実施することで、それぞれのスキルの向上等につながる。

また、業務の棚卸による効率化も想定され、復職時にはチーム全体がパワーアップ。

Ａさん

Ｂさん

Ｃさん

Ｄさん

育児
休業

Ａさん

Ｃさん

Ｄさん

Cさんが、Bさんの業務を、
一時的に実施

Dさんが、Cさんの業務を、
一時的に実施

Dさんの業務を他チームも含め、
全体で実施

業
務
の
難
易
度

サ
ポ
ー
ト

☆男性育休取得の職場メリット



企業のダイバーシティ・女性活躍推進の中で

男性育休100％や、
育休の有給化などがトレンドに

→（大手）日本生命、関西電力（7日間）
武田薬品工業（10日間）
東急電鉄（有給43日）、アクサ生命（有給1か月）
積水ハウス（※1か月完全取得←評価に影響なし）
ソニー、大和証券、丸井グループ、旭化成、
リコーリース、昭和電工、住友生命、大成建設など

（中小） あわしま堂（愛媛）、桔梗会（群馬）（100％）
アースクリエイト（岐阜）、サカタ製作所（新潟）

男性育休取得率6.2％に。（国の目標は13%）



父親が変われば、社会が変わる。

男性育休は
ボウリングの1番ピン



男性の育児・家事参画

働き方改革
生産性向上

女性活躍推進介護離職

ＤＶ・児童虐待 若年＆熟年離婚

男性の変化で、社会がTransformation

少子化対策 地域社会活性化 ジェンダー平等人生100年時代

①

②③

⑥ ⑤ ④

⑩ ⑨ ⑧ ⑦



父親が変われば、
家庭が変わる
地域が変わる、
企業が変わる、
そして、社会が変わる。


